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｢雪の舞う大雄山最乗寺｣ Photo in Minamiashigara City by Yasuo Cho



�� ������	 
 � �
������ ����

� ������	
 �

公益社団法人 神奈川県環境保全協議会 会長 高橋 徹

� ���������������� �

協議会事務局

� ���� �!"

� ｢神奈川県地球温暖化対策計画｣ の改定について #

神奈川県環境農政局環境部環境計画課

� 建築物の解体時等はアスベスト飛散・ばく露防止対策が必要です $

神奈川県環境農政局環境部大気水質課

� ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法の改正について %

神奈川県環境農政局環境部資源循環推進課

� ｢かながわ生物多様性計画｣ の着実な推進 &'

神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課

# ()*+�,-�./012�,-3 &4

かながわの自然を次の世代に引き継ぐために

公益財団法人 かながわトラストみどり財団

5 6789: &;

�○ 平成28年度かながわ ｢産業����大賞｣ 受賞商品の紹介

一般財団法人 神奈川県経営者福祉振興財団

$ ����<=*>?@ABCD3 &E

�○ 日東化工株式会社

協議会事務局 山崎 美紀

F GH��I!JK &L

協議会事務局

% �MNCO�>�OP &Q

R S�>TUV��MNWXY 4'

……………………………………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………

…………………………

……

……………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………



会員の皆様､ 新年明けましておめでとうございます｡ 平成29年の新春を迎え謹んでお喜び申し上
げます｡
私ども協議会運営につきましては､ 会員企業の皆様や県をはじめとする関係行政機関の皆様のご
支援､ ご協力をいただき､ 法人目的を達成するための事業を円滑に推進することができました｡ ひ
とえに皆様方のお陰とこの場をお借りして､ 心よりお礼申し上げます｡
さて､ 昨年一年を振り返ってみますと､ ４月に熊本県で大きな震災が発生し､ 熊本城の損壊や､
未だに多くの方が避難生活を送っておられるなど､ 自然災害の想定外の脅威を思い出させる出来事
となりました｡
また､ 海外においては国民投票によるイギリスの��離脱の決定など､ 大方の見方を覆す出来事

がありました｡
これらの予期せぬ結果は､ 今後の国際経済を予見させる出来事であり､ 先の読めない時代を象徴
する出来事だったと思います｡
次に､ 昨年､ 公益事業として取り組んだ事業の中で､ 成果が上がった事業について触れてみたい
と思います｡
まず､ 2015年９月に発行された国際規格���14001への移行対応研修では､ 多くの参加者を得て

開催することができ､ 研修会場においても活発な質疑応答が行われるなど､ 新規格への移行の関心
の高さが伺えました｡ また､ 11月に開催した公害防止管理者等研修ですが､ 昨年は､ 神奈川県の
｢ご後援｣ の下､ 非会員事業所へのお声掛けも積極的に行い開催したところ､ 会員とほぼ同数の参
加者を得て開催することができました｡
こうした研修会をはじめとする協議会事業の企画に当たっては､ 会員企業の皆様のニーズをしっ
かりと反映するよう心がけているところで､ このたびの成果も会員企業の業務推進のお役に立てた
のではないかと考えています｡
一方で､ 私ども協議会を取り巻く状況についてですが､ 企業内での組織の見直しや再編が進み､
事業所の統廃合などで会員減少が､ なだらかではありますが､ 進んでいる状況にあります｡
こうした状況を踏まえ､ 協議会内でも議論を継続してきたところですが､ 今後も ｢より質の高い
研修事業｣ を展開するなど､ ｢時代の要請に即した協議会運営｣ をすることで､ 協議会の活性化を
図っていくことが重要と考えています｡
結びになりますが､ 当協議会の円滑な組織運営のため､ 本年におきましても､ 県をはじめとする
関係行政機関の皆様や会員企業の皆様には､ 引き続き､ ご支援､ ご協力を賜りますようお願いして､
新年のごあいさつとさせていただきます｡
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公益社団法人 神奈川県環境保全協議会

会長 高 橋 徹

�日産自動車㈱ 理事�� ��追浜工場 工場長 �
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神奈川県では､ ｢環境整備｣ や ｢公害防止｣ の優れた活動に対して､ 知事が表彰する制度を設け
ています｡
平成28年度のこの表彰では､ 当協議会会員事業所から､ 住友重機械工業株式会社 横須賀製造所

が､ 神奈川県環境整備功労者表彰＊１を､ また､ エムケーチーズ株式会社と三菱電機株式会社 鎌倉

製作所が､ 環境保全 (大気・水・土壌関係) 功労者表彰＊２をそれぞれ受賞されました｡
11月17日(木)の表彰式には､ 協議会の高橋会長にご臨席をいただき､ 浅羽神奈川県副知事から表

彰状が授与されました｡ 受賞された皆様､ 誠におめでとうございます｡

功功績績ののごご紹紹介介
○ 表彰区分Ａ 神奈川県環境整備功労者表彰 (循環型社会形成推進の部)

(事業所名) 住友重機械工業株式会社 横須賀製造所

(功績概要)

2004年度から他に先駆けてゼロエミッ
ション活動を開始し､ 76種類の分別推進
により､ 2008年度にゼロエミッションを
達成､ また､ 2010年度には廃棄物リサイ
クル100％を達成したこと｡ さらには､
リデュース活動にも力を入れ150トンの
排出量削減も実現するなど､ 循環型社会
形成の推進に貢献したことが評価されま
した｡

○ 表彰区分Ｂ 環境保全(大気・水・土壌関係)功労者表彰

(事業所名) エムケーチーズ株式会社

(功績概要)

環境負荷低減のため､ Ａ重油から都市
ガスへの燃料転換や排水漏れのチェック
体制を充実させるなど､ 環境保全のため
の取組みを積極的に進めていること､ ま
た､ 中期活動目標を設定して､ CO２ (電
力・ガス) や用水の使用量削減を計画的
に進めていることなどが評価されたもの
です｡
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○ 表彰区分Ｂ 環境保全 (大気・水・土壌関係) 功労者表彰

(事業所名) 三菱電機株式会社 鎌倉製作所

(功績概要)

設備の���化・効率化・省エネ機器
への計画的な更新などによる節電対策､
廃棄物削減への取組みなどの環境保全活
動を積極的に行っていること､ また､ 鎌
倉地区の近隣に所在する関係６社を統合
する環境マネジメントシステムにより､
同事業所長がトップとなって地域の環境
保全をけん引していることも評価されて
います｡

＊１ 神奈川県環境整備功労者表彰について
廃棄物の発生抑制､ 再使用､ 再生利用などの循環型社会形成に努めた者の中で､ 特に､ 多年
にわたりその業績又は功労が顕著で他の模範となる者｡

＊２ 神奈川県環境保全(大気・水・土壌関係)功労者表彰について
大気環境の保全､ 水・土壌環境の保全に努め､ その功績が広く県民の模範となる者の中で､
特に､ 多年にわたりその業績又は功労が他の模範となる者｡

���

三菱電機㈱
渡邉副所長

住友重機械工業㈱
秋本所長

エムケーチーズ㈱
宇賀地社長

高橋会長



2015年にフランス・パリで開催された国連気候変動枠組条約第21回締約国会議 (ＣＯＰ21) にお
いて､ 京都議定書に代わる､ 2020年以降の温室効果ガス削減のための新たな国際的枠組みとして
｢パリ協定｣ が採択されました｡ パリ協定では､ 気候変動の脅威に対する緩和､ 適応､ 支援及び透
明性に係る取組や､ 世界全体としての実施状況の検討等が定められました｡ この協定は2016 (平成
28) 年11月４日に発効し､ 日本も同年11月８日に批准しました｡
また､ 国では ｢地球温暖化対策計画｣ を策定し､ 新たな温室効果ガス削減目標 (2030 (平成42)
年度において2013 (平成25) 年度比で26.0％減) を設定したほか､ ｢気候変動の影響への適応計画｣
を策定しました｡
本県もこれらの状況の変化を踏まえ､ この度､ 県の地球温暖化対策に関する施策の総合的かつ計
画的な推進を図る基本的な計画として2010 (平成22) 年３月に策定した ｢神奈川県地球温暖化対策
計画｣ を改定しました｡

○ 計画の概要
【計画期間】
2016 (平成28) 年度から2030 (平成42) 年度までの15年間

【主な見直しのポイント】
① 新たな温室効果ガス削減目標の設定

② 適応策の追加
地球温暖化を防ぐための取組 (緩和策) にこれまで以上に取り組むとともに､ それでも
避けられない地球温暖化による影響に対して被害を最小限に食い止めるための取組 (適応
策) についても､ 新たに追加しました｡

③ 分散型エネルギーシステムの構築に向けた取組など施策の追加
｢かながわスマートエネルギー計画｣ による取組を追加しました｡

���

2030 (平成42) 年度の県内の
温室効果ガス※の総排出量を
2013 (平成25) 年度比で27％
削減することを目指します｡

※温室効果ガス：本計画では､ 二
酸化炭素､ メタン､ 一酸化二窒
素､ ハイドロフルオロカーボン
類､ パーフルオロカーボン類､
六ふっ化硫黄､ 三ふっ化窒素の
７種類を対象としています｡

神奈川県環境農政局環境部環境計画課

法令・行政の動向
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緩和策 (地球温暖化の防止を図るための取組)

適応策 (地球温暖化への適応を図るための取組)

地球温暖化はあらゆる分野に影響を及ぼすため､ 私たち一人ひとりが ｢今できること｣ から行動
することが必要です｡ 皆様の御理解と御協力をお願いいたします｡

���

温室効果ガスの排出を削減するために､ ｢緩和策｣ にさらに力を入れて取り組みます｡
主な取組

○ 産業部門の削減対策 (製造業､ 農林水産業など)

・ 大規模事業者の自主的な温室効果ガス削減の促進
・ 中小規模事業者に対する省エネルギー診断などの支援

○ 業務部門の削減対策 (小売業・サービス業､ 公的機関など)

・ 建築物温暖化対策計画書制度やＺＥＢ※１の普及による建築物の省エネルギー化
・ ＢＥＭＳ※２等の導入､ 設備や機器の高効率化の促進

○ 家庭部門の削減対策 (家庭生活における電気やガスの使用など)

・ 家庭における省エネルギーの実践など低炭素型のライフスタイルの促進
・ 高断熱・高気密な省エネルギー住宅やＺＥＨ※１の普及による住宅の省エネルギー化
・ ＨＥＭＳ※２の導入､ 省エネルギー性能に優れた家電製品や高効率な給湯設備※３の普及

○ 運輸部門の削減対策 (自動車の運転など)

・ 環境負荷の少ない自動車等の利用促進､ エコドライブの促進
・ 鉄道やバスなどの公共交通機関や自転車などの利用促進

○ 再生可能エネルギー等の分散型電源の導入促進

・ 太陽光発電や小水力発電､ 太陽熱など再生可能エネルギー等の導入促進
・ ガスコージェネレーションや水素エネルギー､ 蓄電池などの安定した分散型電源の導
入拡大

(※１) ＺＥＢ､ ＺＥＨ：ネット・ゼロ・エネルギー・ビル､ ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス｡ 大幅な省エネルギー化
を実現した上で､ 再生可能エネルギーを導入することで､ 年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとする
ことを目指した建築物や住宅

(※２) ＢＥＭＳ､ ＨＥＭＳ：������	
�	�
���	�
���	�������������	�
���	�
���	�������の略｡ 建
築物や住宅において､ エネルギー消費機器と太陽光発電システムや蓄電池等のネットワーク化などにより､
エネルギー管理を行うシステム

(※３) 高効率な給湯設備：潜熱回収型給湯器 (エコジョーズ､ エコフィール等)､ ヒートポンプ式給湯器 (エコキュート)
などのエネルギー効率の高い給湯設備

地球温暖化を防ぐための取組 (緩和策) に最大限取り組んだとしても避けられない地球温暖
化による影響に対して､ 被害を最小限に食い止めるための取組 ｢適応策｣ にも取り組みます｡

予測される影響の例

○ 農林水産業への影響

○ 自然生態系への影響

○ 自然災害の被害拡大

○ 生活や健康への影響

影響への対策の例

○ 影響の把握 (モニタリング調査､ 情報収集等)

○ 対策の研究､ 対策技術の確立､ 技術支援

○ 影響や対策についての知識の普及啓発

神奈川県地球温暖化対策計画は､ 下記の県ホームページで御覧いただけます｡
�����������������	�
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１ はじめに

平成28年５月､ 総務省は､ 建築物の解体時等におけるアスベストの飛散・ばく露防止対策につ
いて､ 必要な改善措置を関係省庁に勧告しました｡
勧告は､ アスベストによる健康被害を防止するため､ アスベスト関係法令全般にわたりますが､
本稿では､ 大気汚染防止法 (以下 ｢大防法｣ という｡) 関係で留意していただきたい内容を紹介
します｡

２ 事前調査の適正な実施

建築物その他の工作物の解体､ 改造､ 補修作業を伴う建設工事 (以下 ｢解体等工事｣ という｡)
の受注者及び自主施工者は､ 事前にアスベスト使用の有無について調査しなければなりません｡
(大防法第18条の17関係)
勧告では､ 事前調査の未実施や不徹底により不適切な工事が行われた事例があると指摘されて
いることから､ 次の留意点を踏まえ､ 事前調査を適正に実施してください｡

３ 事前調査結果等の適切な掲示の確保

解体等工事を行う受注者及び自主施工者は､ 工事の期間中､ 周辺住民から見えやすい場所に事
前調査結果を掲示しなければなりません｡ また､ 解体等工事において､ アスベストの除去作業の
特定粉じん排出等作業を伴う工事 (特定工事)
を行う場合は､ 事前調査結果の掲示に加え､ 作
業の実施期間中､ 作業方法等についても掲示し
なければなりません｡ (大防法第18条の17第４
項並びに大防法施行規則第16条の９及び10関係)
勧告では､ 事前調査結果の結果が公衆の見え
やすい場所に掲示されていない例や掲示内容に
不備があること､ また､ 作業方法等の掲示につ
いても適切な掲示がない例があることも指摘さ
れたことから､ 次のことに留意し､ 事前調査の
結果及び作業方法等の掲示の義務を遵守してく
ださい｡

���

○ 目視､ 設計図書等により調査しただけでは､ 特定建築材料 (吹付けアスベスト､ アスベス
トを含有する断熱材・保温材・耐火被覆材) の使用の有無が明らかにならなかった場合には､
特定建築材料の使用の有無を分析により調査してください｡
○ 建築物等に使用される吹付け材､ 断熱材等の建築材料に関しては､ 設計図書等のみで判断
せず､ 現地調査を行い設計図書等との整合性を確認することが重要です｡
○ 法の事前調査は､ 石綿障害予防規則 (平成17年厚生労働省令第21号) 第３条第１項及び第
２項の規定に基づく事前調査と兼ねて実施しても差し支えありません｡

神奈川県環境農政局環境部大気水質課
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図 掲示の例 (事前調査の結果､ 石綿建材を使用して
いないことが判明した場合)



４ レベル３のアスベスト建材の適切な処理の推進

アスベスト含有成形板など特定建築材料以外のアスベスト含有建材 (レベル３建材) について
は､ 特定建築材料に比べアスベストの飛散性は低いものの､ 除去作業時に破砕や切断をするなど､
その取扱が不適切な場合､ アスベストが飛散するおそれがあることが指摘されています｡
そのため､ 環境省では ｢建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル｣ (平成26年６月

環境省水・大気環境局大気環境課) において､ レベル３建材の除去作業における留意事項 (養生
や湿潤化などの方法) を示しています｡
勧告では､ 解体等工事において､ レベル３建材の取扱いは必ずしも適切に行われていないこと
が指摘されたことから､ 次のことに留意してレベル３建材を取り扱ってください｡

５ 最後に

アスベストが使用されている可能性がある建築物等の解体等工事は､ 平成40年頃をピークに増
加することが見込まれています｡ また､ 今回の勧告では､ 2020年東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催に向けた開発を含む各地の再開発などにより､ 更に､ 解体が増加していくこと
が見込まれ､ アスベストの飛散・ばく露防止対策の確実かつ迅速な実施が重要となっているとし
ています｡
アスベストの飛散を防止し､ 人の健康被害を防止するため､ 法令遵守と適正な解体等工事の実
施をお願いします｡

(参考ＨＰ)
○神奈川県におけるアスベスト (石綿) 対策
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○大気汚染防止法 (特定粉じん排出等作業) に関する手続き (参考資料に事前調査結果の掲示の
例があります)
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○建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル2014.6 (環境省)
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○ 事前調査の結果の掲示は､ 特定工事に該当するかどうかにかかわらず､ 工事の実施期間中､
見えやすい場所へ行ってください｡
○ 特定粉じん排出等作業を行う場合は､ 事前調査の結果の掲示に加え､ 作業方法等の掲示も
行ってください｡

○ アスベスト含有成形板は原則として常時散水する等湿潤化し､ 手作業にて丁寧に剥がし､
破損したアスベスト含有成形板は丈夫なビニール袋やシートに囲い､ 小口や劣化部分からの
アスベストの飛散防止の措置を行ってください｡
○ やむを得ず切断等を行う場合は､ 散水やＨＥＰＡフィルター付き局所集じん装置を使用す
る等アスベストの飛散防止を図ってください｡
○ アスベストを飛散させるおそれのある場合は､ 解体施工部分の外周部分を鋼製パネルや養
生シート等で隙間なく囲んでください｡



１ PCBについて
ポリ塩化ビフェニル (���) は水にきわめて溶けにくく､ 沸点が高いなどの性質を有する主

に油状の物質です｡ また､ 熱で分解しにくい､ 不燃性､ 電気絶縁性が高いなど､ 化学的にも安定
していることから､ 変圧器 (トランス) やコンデンサー (蓄電器) 等の電気機器の絶縁油､ 熱媒
体など様々な用途で使用されていました｡
しかし､ 昭和43年に発生した ｢カネミ油症事件｣ を契機として､ 昭和49年から製造､ 輸入､ 新
たな使用が原則禁止されています｡

PCB使用の代表的な電気機器

このほか､ 低圧変圧器､ 低圧コンデンサー､ リアクトル､ サージアブソーバー､ 計器用変成器
等でも使用されています｡

２ PCB廃棄物の分類
���廃棄物は､ ���濃度により､ 高濃度���廃棄物と低濃度���廃棄物に分類されます｡

���

～カネミ油症事件～
昭和43年､ 西日本を中心に､ カネミ倉庫社が製造した米ぬか油の製造過程で､ 熱媒体とし
て使用されていた���が､ 管から漏れて食用油に混入し､ その油を食べた人やそのお子さ
んに､ 油症と呼ばれる健康被害を引き起こしたものです｡ 具体的な症状としては､ 初期には
全身の倦怠感､ 食欲不振､ 体重減少といった全身症状､ 視力の低下の症状が起こり､ 引き続
いて塩素ニキビと呼ばれる皮膚の症状や､ 色素沈着､ 関節痛､ 頭痛などの症状が出ました｡
特に､ 皮膚に色素が沈着した黒い赤ちゃんは社会に大きな衝撃を与えています｡ 今なお､ 症
状に苦しんでいる認定患者数は､ 西日本を中心に､ 平成28年３月31日現在の累計で､ 2,289
名となっています｡

高圧変圧器 高圧コンデンサー 安定器

神奈川県環境農政局環境部資源循環推進課
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PCB廃棄物 高濃度PCB廃棄物 微量PCB汚染廃電気機器等

PCB濃度＞5,000mg/kg 非意図的にPCBが混入
(多くは数～数十mg/kg)

PCB濃度≦5,000mg/kg
微量PCB汚染廃電気機器等
以外の低濃度PCB廃棄物

低濃度PCB含有廃棄物
低濃度PCB廃棄物



３ PCB特別措置法の改正について

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 (ＰＣＢ特措法) が改正さ
れ､ 平成28年８月１日に施行されました｡
ポリ塩化ビフェニル廃棄物が早期に確実かつ適正に処理されるよう､ 高濃度ポリ塩化ビフェニ
ル廃棄物を保管する事業者が一定期間内に処分委託をすることを義務付ける等の措置が定められ
ました｡
主な改正内容については､ 次のとおりです｡

� 高濃度PCB廃棄物の処分が義務付けられました

神奈川県内のＰＣＢ廃棄物の処分先及び処分期限

� 各種届出様式が変更・新設されました

���
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※ 特例処分期限日： ｢特例処分期限日までに処分することが確実な場合｣ であって､ ＪＥＳＣＯとの契約
書等があり､ 都道府県知事に届け出た場合のみ特例的に認められます｡
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県では､ 生きものと生きものを含む自然環境を保全するため､ 生物多様性基本法に基づく計画と
して､ 平成28年３月に ｢かながわ生物多様性計画｣ を策定し､ 今年度から計画に基づく取組を進め
ています｡ この計画は､ 平成32 (2020) 年度までの５年間を計画期間とし､ ｢地域の特性に応じた
生物多様性の保全｣ と ｢生物多様性の理解と保全行動の促進｣ を目標に掲げています｡
生物の多様性は､ 生きものの ｢種｣､ それを育む ｢生態系｣､ そして環境への適応や種の分化に関
わる ｢遺伝子｣ という３つのレベルで存在しており､ 一つひとつの個体や様々な生息・生育環境ご
とに個性があるとともに､ 生きものの間の関係や生態系間の関係において様々なつながりを有する
ことを言うものです｡
この生物多様性は､ 人々に多くの恵みをもたらしており､ 日々の暮らしを続けていくために欠か
せないものです｡ しかし､ その概念のわかりにくさや科学的な知見が十分ではないことなどから､
具体的な取組の難しさなどを感じている方も少なくないのではないかと思います｡ このことから､
生物多様性計画では､ 博物館や資料館､ 市民団体など様々な機関・団体と連携して情報の集積を進
め､ 生物多様性に関する基礎的な情報をわかりやすく提供する県情報サイトの整備など､ 県民や事
業者の方々に､ 生きものの恵みや私たちの社会活動が生物多様性に与える影響などを知っていただ
き､ 生物多様性について考え､ できることから一歩ずつ取り組んでいただくための取組を進めてい
くこととしています｡
県内では､ 市民団体により生物多様性の保全につながる様々な活動が行われています｡ また､ 企
業においても､ 生物多様性の保全や配慮に関する取組について､ 社会貢献活動や事業活動に反映し
ていく動きも見られつつあります｡ このような活動を多くの方々に知っていただき､ 自ら又は､ 相
互に連携して生物多様性の保全に
取り組んでいただくため､ これら
の活動について､ 平成28年８月に
開設した ｢かながわ・生物多様性・
情報サイト｣ で広く発信していく
こととしました｡ さらに､ 一般の
方々に生物多様性を理解していた
だけるような､ わかりやすいパン
フレットを､ 企業の御協力もいた
だいて発行する予定です｡
今後も､ 市民団体や企業などの
御協力をいただきながら､ 市町村
とも連携して生物多様性への理解
と保全のための行動を広げていき
たいと考えています｡
併せて､ 地域特性に応じた生物多様性の保全に向けた取組も進めていきます｡
本県は､ 都市化が進んだ一方で､ 広大な山地や裾野に広がる里地里山､ 河川､ 海など､ 変化に富
んだ地形に様々な生態系を有しています｡ これらの生態系と土地利用の状況などに着目し､ 県内を
｢丹沢エリア｣ など､ ６つのエリアに区分し､ エリアごとに､ その特性に応じた取組を推進してい
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神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課
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【図１ かながわ・生物多様性・情報サイトのイメージ】



くこととしています｡ さらに､ それぞれのエリアに共通する取組として､ 人と野生鳥獣との棲み分
けを図っていくことや､ 生態系に大きな影響を及ぼす外来生物対策などを推進していくほか､
緑地等を保全する制度を活用し､ 市町村と連携した生態系の保全を図るとともに､ 開発事業や農業､
水産業に伴う生物多様性への負荷を軽減するための取組も進めます｡
これらの取組を環境部局だけではなく､ 関係部局が連携して進めていくため､ 県の関係所属を構
成員とした庁内推進会議を設置するとともに､ 市町村と県､ 市町村相互間の情報共有を目的とした
市町村連絡会議を設置し､ 市町村と連携した取組を進めていきます｡
なお､ この計画に基づく取組状況については､ 今後､ エリアごとの主な取組などをとりまとめ､
県民の皆様にわかりやすく公表していく予定です｡
県ホームページ ｢かながわ・生物多様性・情報サイト｣ を御覧ください｡

；http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f12655/p1061260.html
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【図２ 県土のエリア区分と生態系保全に関する主な取組】



神奈川県は､ 首都圏に位置する全国有数の産業立地県として経済的に大きく発展してきました｡
バブル崩壊後の経済の低成長が続く中でも､ なお人口増加や都市開発などにより､ みどりは減り続
け､ 昭和35年から平成20年までの間に､ 神奈川県域の６分の１以上のみどりが消失しました｡ 特に
横浜や川崎などの都市部では農地や森林が消え､ 豊かな
田園地帯として栄えてきた多摩丘陵や相模台地などでは
急激な都市化により貴重なみどりが次々と失われていき
ました｡
そのため､ 神奈川県は､ 市街地の貴重な自然環境を次
世代に引き継ぐため､ イギリスで発展したナショナル・
トラスト運動をモデルとした ｢かながわのナショナル・
トラスト運動｣ を提言し､ 昭和60年に当財団の前身であ
る財団法人みどりのまち・かながわ県民会議が発足しま
した｡ また､ その翌年には ｢かながわトラストみどり基
金｣ を県に設置し､ 緑地の買入れや寄贈､ 保存契約､ 県
内市町村への助成等により､ 現在では約860��のみどり
を守っています｡

身近な緑地の保全活動
かながわのナショナル・トラスト運動では､ 緑地の保全に向けて選定委員会を設置し､ 県の ｢か
ながわトラストみどり基金｣ による買い入れや寄贈､ 財団と地権者の保存契約等による保全を行っ
ています｡ 法制度で守られない市街地近郊の緑地を地元市町村及び県民の皆さんの協力を得てトラ
スト緑地として持続的に保全しています｡
また､ 市町村の緑地保存契約の拡大を促進するため､ 費用の一部を助成しています｡
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英国のナショナル・トラストについて

19世紀の産業革命期に英国で始まった環
境保護運動です｡ 急速な経済成長により､
豊かな自然環境が次々と工場や宅地となっ
て失われていく中､ 自然豊かな英国田園風
景を全市民及び次の世代への公共的な財産
として恒久的に保全する取組みです｡ 湖水地方

�������	
���������

�������	
��������

公益財団法人かながわトラストみどり財団
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トラスト緑地のご紹介 ～小網代の森緑地 (三浦市) ～
横浜駅から京浜急行で約1時間､ 終点の三崎口駅から徒歩約30分に位置する約70��(東京ドーム

約15個分) の緑地です｡
緑地内を流れる浦の川は上流から河口まで約1.3㎞｡ 約2000種類の生きものが生息し､ 源流域を含
む森林､ 河川､ 干潟のすべてが開発されずに丸ごと保全されています｡ 干潮時には干潟が約３��

に広がり､ チゴガニのダンスが見られるほか､ 夏の満潮時にはアカテガニの放仔を観察することが
できます｡
このような自然環境は首都圏では唯一で､ 次の世代に引き継ぐべき貴重な森です｡

かながわの自然を次の世代へ引き継ぐために
県内に残された貴重なみどりを守り､ 次の世代である未
来の子どもたちに引き継いでいくために､ 財団ではみどり
のトラスト会員を募集しています｡ かながわのナショナル・
トラスト運動はみなさんひとり一人のご支援によって支え
られています｡ ぜひご協力をお願いいたします｡
申込方法や詳細は､ 財団ホームページ又は事務局へお問い
合わせください｡

����

小網代の森緑地 アカテガニ

かながわのナショナル・トラスト運動で守られている緑地について

■問合せ先：(公財) かながわトラストみどり財団
住所 〒220-0073 横浜市西区岡野2-12-20
電話 045－412－2525
Email midori@ktm.or.jp
Web http://www.ktm.or.jp



■ 概要
大学､ 製薬会社､ 食品・環境分野などの研究施設では実験前の前処理として､ 必ず試料の濃縮
工程があり､ その工程は手間と時間がかかるため研究員は頭を悩ませていた｡
弊社はそのような研究員にむけ､ 前処理ではなく多くの研究時間を確保する事を目的とした研
究支援事業である｡
｢コンビニ・エバポ シリーズ｣ は試料用の容器に最適な微量､ 少量専用濃縮装置で､ 濃縮原理
を新しく開発､ 保存容器や実験時の容器に濃縮原理を施した栓をすることで､ 従来の濃縮原理で
おこるリスクを排除した新しい研究機器の提案である｡
既存で存在していた濃縮装置はサイズも大きく､ いくつかの課題があった｡ そこで弊社は従来
から課題であった以下を改善する濃縮原理を開発｡ 研究者が使用している既存の容器そのままで
濃縮できるよう､ 特殊なスリットを入れた濃縮栓を開発することで以下の課題を改善し以下の特
長を持った製品である｡

■ 特長６ポイント
①突沸しない ②保存容器対応 ③ガス置換可能 ④温調付 ⑤コンパクトサイズ ⑤高沸点溶
媒留去 ⑥簡単な操作性

■【競合製品との比較】
…課題… …既存の濃縮装置… …コンビニ・エバポシリーズ…
突沸リスク 有 無
対応容器数 少ない 多い
処理検体数 １ １～10
高沸点溶媒 困難 容易
非加熱溶媒 困難 可能

■ 環境への貢献
既存の濃縮装置とは異なり真空状態にせずに濃縮が可能となったことで､ 濃縮工程における突
沸リスクが 『０％』 となり､ 実験や研究による薬品使用量の削減を実現した｡
その他に200種類以上の小容器に対応した設計を濃縮栓に施したため､ 器具や容器の移替え回

数を減らせるようになった｡
そのため実験器具の洗浄回数が大幅に削減され､ 洗剤や薬品などによる水質汚染の低減につな
がっている｡
その他に､ 今までは濃縮が困難とされていた高沸点溶媒 (����､ ���など) が留去可能と

なったことにより､ 成分抽出､ 試料回収などの工程が激減されている｡
それにより､ 抽出で使用するキットやフィルター等の使い捨て器具の削減につながり､ 産業廃
棄物の軽減に貢献している｡
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一般照明や看板､ 植物工場などさまざまな利用を可能にした���レンズモジュールです｡ 用途
に合わせた光学レンズを開発しモジュール化します｡
レンズを変えることで､ 配光角度を変化させることができ､ その結果としてさまざまな用途に使用

が可能になります｡ 効率よく光らせることでユーザーは���の使用個数が削減でき導入が進みます｡

■ 特徴

多用途への利用を可能にする���レンズモジュール
【����	
��】は用途によって適したレンズに交換でき
る���レンズモジュールです｡ ���は通常120度で発光
するものが多く遠くまで光を届かせる為には限界があり
ました｡ スポットライトなどの照明では集光用のレンズ
を装着することで､ 従来より遠くまで光を届かせること
が可能になりました｡ また看板など面を光らせる用途に
おいては光を広げることで使用個数を少なくできる効果
があります｡
本製品は一般照明や看板､ 植物育成などさまざまな利用で最適な光を提供する���レンズモ

ジュールです｡

■ 当社LED事業の取組み

���はもともと半導体ウェハーから作られており､ そこから切り出された素子を使用してさ
まざまな製品に組み込まれております｡ 光は波長で決まっており､ 現在では紫外線から可視光､
赤外線といった種類の光を作ることが可能です｡ ただしこの素子をそれぞれの用途に使用する為
には､ プリント基板に実装したり､ 点灯させる為の電源を用意したり､ より良い光を提供する為
に光学レンズを用意するなど､ 複数の設計技術が必要です｡
当社はこれらの設計を一貫して行えることで､ 開発スピードを短縮し市場にいち早く製品を導
入しております｡ 照明メーカー様の光源部や鉄道関連の駅名表示や商業店舗の看板など多くの納
入実績がありますが､ 今後もご期待に応えられるよう製品開発を行ってまいります｡

■ 今後の展望

すでに���は多くの用途で普及が拡大しておりますが､ 東京オリンピックに向けて今後ます
ます交通インフラや商業看板での需要が拡大するものと思われます｡ またクロレラなどの植物育
成においても���照明の活用が期待されており､ 当社でもいち早く研究を進めております｡

���

��������	
��
������������������ �!

�������	
 (川崎市)

���

かながわ ｢産業����大賞｣ は､ がんばる中小企業を応援する (一財) 神奈川県経営者福祉振興財団が2010年に創
設した表彰制度であり､ 大賞と優秀賞､ ほかに奨励賞､ 特別賞があります｡
詳しくは､ 産業����大賞ホームページ (���������������	������������������������) をご覧ください｡

問合せ先： [大 賞] 株式会社バイオクロマト 電話 0466－23－8382
[優秀賞] 株式会社イフェクト 電話 044－333－7125



日東化工㈱の前身は昭和24年に当初 ｢日東タイヤ
㈱｣ として寒川町一之宮に設立され､ タイヤ､ チュー
ブ､ また工業用ゴム製品 (シート､ 履き物等) を製
造､ 現在の商号には昭和57年に改称されています｡
当協議会には昭和55年９月にご入会いただきました｡
敷地には本社及び製造工場を有し､ 主な事業はゴム
事業､ 樹脂事業となっており､ ゴム事業ではゴム成
形メーカーの要求特性に適合したゴムコンパウンド
の供給が約４割を占め､ 用途としては自動車タイヤ
やチューブ､ また各種自動車部品､ 防振ゴム､ 各種
工業用ゴム製品などです｡ 当初の社名にもあるよう
にタイヤメーカーでもあり､ 営業部門は譲渡されま
したが､ 現在����� (ニットー) ブランドはアメ
リカ自動車愛好家に支持を受け､ 今では国内外で販
売されています｡ きっとご存知の方も多いかと思い
ます｡ ほか､ ゴムシートマットがあり､ パッキング・
クッション材や敷物などとして自動車・化学・土木
建設などあらゆる産業分野で幅広く活用されていま
す｡ ほかにも皆さんがよ
くご存じのものとして､
工事現場の歩行用養生用
マットがあり､ 下の写真
は東京駅前の様子ですが､
工事中の駅などあちこち
で見かけると思います｡
この製品は100％タイヤ
のリサイクル品だそうで､
特徴としては耐摩耗性､
耐候性に優れ､ またゴム
の特性でもあります滑り
にくく､ 多目的な用途で
使用可能とのことです｡
一部のホームセンターな
どでも取り扱っているそ
うです｡

ちなみにこちらはエコマーク認定製品となってい
ます｡
また､ 樹脂事業には再生ナイロンや樹脂コンパウ
ンドがあり､ リサイクルナイロンは用途に合わせ､
要求特性に合わせたグレード開発もして供給してい
るとのことです｡
高機能樹脂コンパウンド製品は多種多様な用途に
使用されますので今後ますますシェア拡大していく
のではないかと実感しました｡ そのほか､ 景観資材
として注力している製品には学校や幼稚園の通路な
どに敷くクッションマットシリーズ､ 写真は成田空
港ＬＣＣターミナルの案内経路を示したカラフルな
マットです｡ こ
ちらも用途は多
様なので今後シェ
ア拡大を狙って
いるとのお話で
した｡ 2020年の
オリンピックの
競技場でもお目
にかかれるので
はないかと期待
が高まります｡
環境活動としては､ 大気対策としてはゴム練りで使
用するカーボンブラックの飛散防止用集塵機の設置､
また臭気対策として､ 臭気分解薬剤の利用など､ 近
隣への配慮を徹底されています｡ 工程の使用水は非
常に少ないですが井水を循環利用しています｡ 廃棄
物は主に廃プラが多くリサイクル業者へ引き取りを
依頼｡ その他にはコジェネシステムを導入しており､
ボイラーからの熱を活用､ 省エネ対策にも努めてい
ます｡ 廃棄物は更に分別を徹底し､ 削減率をアップ
すべく奮闘中とのことですが､ 従業員への啓発徹底
が難しいのが課題とのお話でした｡ 騒音､ 振動対策
もそうですが､ 場内を案内いただき､ 近隣住民への
配慮かあちこちに見受けられました｡ また､ このエ
リアは旧海軍工廠跡地ということで環境省からの指
定地域になっていると伺い､ 所々にその名残も感じ
られました｡ 会社概要や製品紹介を受けながら､ あ
らためてゴム製品の奥深さ､ また多様性と可能性を
感じた事業所訪問となりました｡
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協議会事務局 山 崎 美 紀
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日東化工㈱ 環境安全品証部
部長 毎田 正雄
電話 (0467) 74－3846

事業所正門より

設計：日建設計
成田国際空港 LCCターミナル施工例(2015)

ゴムコンパウンド

製品名 ｢ブラックターフ｣



２ 生物多様性と企業との関わりに関する研修会

日 時：平成28年９月13日� 13:30～16:30

会 場：横浜ゴム㈱平塚製造所

内 容：� かながわ生物多様性計画について

� 東芝ライテック㈱における生物多様性保全

への取り組み

� 横浜ゴム㈱の生物多様性を含めた環境保全

活動について

� 横浜ゴム㈱平塚製造所の敷地内見学

� 質疑応答

参加者：37名

３ 平成28年度湘南地区研修会

日 時：平成28年９月21日� 13:30～16:30

会 場：㈱明治神奈川工場

内 容：� 工場概要及び環境への取組み

� 施設見学

� 当該地域における環境の現状と課題について

� 質疑応答

参加者：26名

４ 平成28年度県央地区研修会

日 時：平成28年10月７日	 16:00～18:00

会 場：���メンテナンスセンター

内 容：上記３同様

参加者：28名

５ 平成28年度横須賀・鎌倉地区及び西湘地区合同研修会

日 時：平成28年10月21日	 13:30～16:30

会 場：キリンビール㈱横浜工場

内 容：上記３同様

参加者：27名

６ 平成28年度第１回企画教育委員会

日 時：平成28年10月12日� 15:00～17:00

会 場：横浜市開港記念会館

内 容：� 平成28年度の教育事業進捗状況及び今後の

事業予定について

� 平成29年度以降の事業計画について

� その他

７ 平成28年度ISO14001・2015移行対応研修会

(ISO14001ブラッシュアップ研修会の一環事業)

日 時：平成28年10月14日	 13:30～16:45

会 場：横浜・波止場会館

内 容：� ���14001:2015改正のポイントと対応につ

いて

� ���14001:2015移行の取組みと統合認証へ

の対応について

� 質疑応答

受講者：52名

�	
�
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１ 会員の状況 平成28年11月30日現在

○退会会員 １社 (Ｈ28. 11月末現在)

区 分 正 会 員 賛助会員 計
前回までの計 ２９１ ２０ ３１１
新 入 会 員 ０ １ １
退 会 会 員 １ ０ １

計 ２９０ ２１ ３１１



８ 女性担当者のための環境保全研修会 (平成28年度第２回)

日 時：平成28年11月18日� 13:00～16:30

会 場：日立オートモティブシステムズ㈱厚木事業所

受講者：22名

内 容：� はじめまして！

－日立オートモティブシステムズ㈱厚木事

業所の概要､ 環境の取組み及び施設見学

について－

� こんなときどうする？

－日立オートモティブシステムズ㈱厚木事

業所の取組み事例－

� 環境法を知る！

－公害防止と取組みについて－

� 質疑応答

９ 平成28年度公害防止管理者等フォローアップ研修会

(後期)

日 時：平成28年11月22日� ９:30～16:30

会 場：日産自動車㈱ＧＨＱホール

内 容：� 平成28年度前期分 (４月～９月) 主な環境

法令改正状況

� 行政からの最近の法令動向等説明

� 公害防止組織による環境管理のあり方

� 取組事例紹介

①日産自動車㈱追浜工場の環境保全活動と事

例紹介

②環境リスクアセスメント手法の考案と実践

事例

� 質疑応答

受講者：119名

10 平成28年度第２回広報委員会・ホームページ部会

日 時：平成28年11月25日� 15:00～17:00

会 場：三菱樹脂㈱��センター

内 容：� 会報138号発行について

� 今後の会報の発行計画について

� ホームページ広報について

11 平成28度第１回総務委員会

日 時：平成28年11月30日	 13:00～13:45

会 場：㈱岡村製作所追浜事業所

内 容：� 役員の変更について

� 平成28年度事業の進捗状況報告と今後の予

定について

� 第５回定時総会及び記念講演開催案につい

て

� 平成29年度事業計画について

� 会員の入退会について


 報告事項

12 平成28年度第２回臨時理事会

日 時：平成28年11月30日	 14:00～17:00

会 場：㈱岡村製作所追浜事業所

内 容：� 事業所概要説明及び施設見学

� 役員の変更について

� 平成28年度事業の進捗状況報告と今後の予

定について

� 第５回定時総会及び記念講演開催案につい

て

� 平成29年度事業計画について


 会員の入退会について

� 報告事項
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１ 開催日：平成29年１月24日 (火) ９時30分～16時30分

２ 会 場：万国橋会議センター ４階 401・402号室

３ 受講料：会員／8,000円 非会員／12,000円

４ 定 員：50名 (定員になりしだい締切ります｡)

５ 対象者：工場・事業所の環境実務者及び管理責任者など (新たに環境部署に所属した方には最適

な内容です！)

６ 内 容：

７ お申込等：詳細は当協議会ＨＰをご覧ください｡ ⇒ http://www.shinkankyou.or.jp/

� ������	
���� !"��������� ������

１ 開催日：平成29年２月24日 (金)

２ 集合・解散：本厚木駅南口 出発時間：午前８時

３ 参加費：一人／9,800円 (バス代､ 昼食代､ 保険代等を含む) ＊中型バス利用

４ 対象・定員：会員事業所 環境実務担当者25名 (定員になりしだい締切ります｡)

５ 視察先：①㈱リコー環境事業開発センター

②柿田川湧水群

６ お申込等：詳細は当協議会ＨＰをご覧ください｡ ⇒ http://www.shinkankyou.or.jp/
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午前の部
(９：30～12：10)

９：30～10：50
・環境法令の全体像の理解と環境法令の読み方
11：00～12：10
・公害関係法令の規制概要と事業者の責任等に
ついて

午後の部
(13：10～16：30)

13：10～14：20
・廃棄物処理の基礎知識について
14：30～15：50
・環境管理の重要性と管理のあり方について
16：00～16：30
・質疑応答､ 意見交換等



����

◇◆ 広報委員会 ◆◇
委 員 長 ㈱日立製作所���事業統括本部 委 員 ㈱岡村製作所追浜事業所
副委員長 市光工業㈱伊勢原製造所 委 員 ソニー㈱厚木テクノロジーセンター
委 員 ㈱さんこうどう 委 員 ㈱ニコン相模原製作所
委 員 富士フイルム㈱神奈川工場 委 員 ＪＸ金属㈱倉見工場
委 員 三菱樹脂㈱平塚工場 委 員 三菱化学ハイテクニカ㈱小田原テクノセンター
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発行年月日 平成29年１月

発 行 人 兼 公益社団法人神奈川県環境保全協議会

編集責任者 会 長 高 橋 徹
横浜市中区日本大通１

(神奈川県環境農政局内)
電話 (045) 210－8727
�	
�����������������������������
ホームページ : ������������������������ ���

編 集 協 力 ㈱さんこうどう(����������������!�����)
製作・印刷 電話 (0466)27－2511

事務局だより
会員の皆様には日頃から“しんかんきょう”を

ご覧いただきありがとうございます｡
2016年も地震や豪雨などの自然災害の多い一年

でした｡ また､ リオ五輪が終わりいよいよ東京五
輪に向け､ インフラなどの整備が一気に加速して
おります｡ 様々な分野で2020を目指した取り組み
がなされ､ 一体どんな未来がやってくるのかとて
も楽しみです｡ そんな中にあって､ 皆様にとって
2017年が良い１年になりますことを願い､ また引
き続き会報誌“しんかんきょう”をご愛読くださ
いますようお願い申し上げます｡

������ ���������

私の出身地は､ 信州長野市です｡ 人口は､ 38万人余りの中核市です｡ 長野市は､
北アルプスに源を発する犀川の扇状地と千曲川の沖積地に形成された長野盆地に
位置します｡ 北信濃の山並みに囲まれた善光寺を中心に発展し､ 季節ごとに美し
い表情を見せる豊かな自然と､ 貴重な文化財があり､ 歴史と伝統が息づくまちで
す｡ 長野市のシンボルは､ 約1400年の歴史を刻む善光寺です｡ ｢牛に引かれて善
光寺｣､ ｢遠くとも一度は､ 詣れ善光寺｣ といわれ､ 宗派を超え全国の老若男女が
参拝に訪れています｡ 本尊は､ 日本最古の仏像と言われ絶対秘仏､ 一光三尊阿弥
陀如来です｡ 本堂は､ 昭和28年国宝に指定されています｡ 長野駅から善光寺まで
は､ 約２㎞の表参道が続き､ 仁王門から山門へと向かう石畳の両脇には仲見世通
りがあり､ 寄り道をして歩くのも楽しみです｡ また､ 前立御本尊に触れることがで
きる７年に１度の善光寺御開帳は､ ４月～５月まで約50日間開催され全国から約
700万人が訪れます｡ 昨年の開催時参列に､ ドローンが落下し話題になりました｡
次に､ 神話と伝説の里､ 戸隠と鬼

き

無
な

里
さ

です｡ 戸隠山の懐に､ 奥社・中社・宝光
社・九頭龍社・火之御子社の五社からなる由緒正しき戸隠神社は､ 創建以来､ 約二千年の
歴史を刻み､ 日本神話 ｢天岩戸伝説｣ に登場する神々が祀られており､ 日本屈指の霊山と
しても名高く､ 中でも奥社は､ 樹齢400年の杉並木道があり､ 荘厳な気分になります｡ 全
国から大勢の参拝者が訪れています｡ 鬼

き

無
な

里
さ

は､ 地名の由来ともなっている ｢鬼女紅葉｣
の伝説が残る山あいの里で､ ｢奥裾花自然園｣ を含む一帯は､ ｢水源の森百選｣ にも選ばれ､
春には､ 81万本の水芭蕉の大群落が可憐な白い花を咲かせます｡ また､ 戦国時代に武田信
玄が築城した､ 松代城 (海津城) は明治の廃城まで､ 真田氏の居城となっていました｡ 松
代藩十万石は､ 初代松代藩主真田信之から､ 真田氏が､ ９代まで藩主を務めました｡ 今な

お多くの武家屋敷や古寺が残り, 往時の面影を
しのばせています｡
最後に ｢長野えびす講

こう

煙
えん

火
か

大会｣ の自慢です｡ 明治32 (1899年) か
ら始まり､ 今年で111回を数えます｡ 打上げ数：約1万5000発､ 人出：
約43万人 (前年)､ 日本で一番美しい晩秋の花火と賞されています｡
市内神社の祭礼 ｢えびす講

こう

｣ に､ 街の有志が､ 景気付けをしようと
｢長野市大煙火大会｣ を同時に開催したことが始まりで､ 全市商店大
売出しをすると､ 人出で賑わい商店が大繁盛となったそうです｡ この
｢わがお国自慢｣ の執筆で､ 改めてふる里の良さを思い起こさせても
らいました｡ 事務局に感謝です｡

(記 ㈱岡村製作所追浜事業所 和田吉一)






